               平成22年度産学官連携新産業創出研究会「研究計画書」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者　　　　　　　　　：［    機  関  名   ］　　［  氏   名  ］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同提案者（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）：［    機  関  名   ］　　［  氏   名  ］
１．研究題目
　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

２．研究内容

（1）核となる技術の概要と従来技術との優位性

	
	内　　容

	核となる技術の概要

核となる技術

【】
	本応募の技術シーズの優位性・特徴など
	【技術シーズの概要・特徴（３．に記す事業化構想中に位置づけて下さい）】



	
	
	【発表論文　タイトル・掲載学会名など】

	
	
	【知的財産の申請、取得状況等（番号）、専用実施権契約(含む予定)をしている場合は契約先名】



	
	
	【関連技術の実施状況・・・・・既存の学会名・プロジェクト・共同研究者など】

	従来技術に対する優位性
	【保有している技術シーズとの違い、優位性等】


３．事業化構想

（１）成果物のイメージ
（事業，商品の概要）
（２）市場イメージ

（市場および市場規模）

（売上げ見込み額）

（その他）
（３）事業化（商品製作）の目標はＨ○○年度である。
(４)事業実施体制(含む提携関係)（今後の想定・企業等の追加希望を含む）
	目標とする成
果名等
	
	大学・企業等
	企業等(開発～製造)
	試験機関等
	企業(販売のみ)
	その他提携先

	
	研究会の体制（予定）
	○○大学

㈱○○

・△△の開発

・△△の検証
	㈱○○○

・△△の製造
㈱○○○

・△△の原材料製造

㈱○○○

・商品試作・販売


	○○ｾﾝﾀｰ

・△△の検証
	
	

	
	将来体制（希望を含む）
	
	㈱○○○等

・○○のため、△等の製造技術を持つ企業が必要
	
	㈱○○○等
・△△の販路を有する企業
	


（５）研究開発目標および課題

ａ．事業化構想に対する研究開発目標・課題
ｂ．研究会での目標・課題と課題解決の役割分担およびスケジュール（目標・課題を絞り込み記載すること）
	目　標
	課　題
	分　担
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３

	(技術開発)


	
	(企業の分担を含め記載、応募時は想定でも可)


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(その他）


	
	(企業の分担を含め記載、応募時は想定でも可)


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


４．現状の研究開発状況と今後の予定（番号記載欄は、該当以外は削除）
　　研究会終了後、（①、②、③、④）へ進む計画である。


５．研究代表者・契約担当箇所

　　研究代表者（研究代表者の他に補佐等が必要な場合は６.研究会構成に記載）
	大学（企業）名
	学部（部署）
	学科（部署）
	役職
	氏名

	
	
	
	
	

	電話番号／ＦＡＸ
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	〒・住所

	℡  

FAX 
	
	〒


　　契約担当箇所（大学・高等専門学校のみ、企業は除く）
	大学名
	学部
	役職
	氏名

	
	
	
	
	

	電話番号／ＦＡＸ
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	〒・住所

	℡  

FAX 
	
	〒


６．研究会構成（研究会で開発の中核を担う中国地域内の企業の参加が必須。）
	研究会の役割
	大学・企業・機関名
	部署名

役職名
	担当者名
	電話番号

ＦＡＸ
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	〒・住所
	参加有無※

	
	
	
	
	℡

FAX


	
	〒
	①②③

	
	
	
	
	℡

FAX
	
	〒
	①②③

	
	
	
	
	℡

FAX
	
	〒
	①②③

	
	
	
	
	℡

FAX
	
	〒
	①②③

	（共同提案者）

	
	
	
	℡

FAX
	
	〒
	①②③


 ※　研究会の役割:特許権者、専用実施権者(含む予定)の場合は、研究会の役割に明示してください。

　　　参加有無:   企業（機関）とどこまで話ができているか下記判例の番号を記載

　　 　　　　　　　凡例：①研究会に参加を確認済み　②研究会へ参加させたい　③事業化時等に参加をさせたい
７．添付資料　注：研究内容を示す資料を添付して下さい。（Ａ４版２枚程度と特許（論文）１部まで）　以上 




①　国の支援施策応募　　（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


②　企業と事業化開発継続


③　企業で事業化　　（企業名・事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


④　その他














記載上の注意事項


ページ数


　全体で5頁以内。1～3までは3～4頁以内。





②　3.事業化構想(1)～(3)


共同研究する企業が記載または企業の立場で記載。





3.(5)b　研究会での目標・課題と課題解決の役割分担およびスケジュール


単年度で実施するため、多目的とならないよう目標を絞り込んで記載。
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1

